
保存圭版家尉 独簾窪

木
下
家
の
陣
慶
町
足
守

陣

屋

と

は
、

城

を

持

た

な

い
大

名

や
、

幕
府
代
官
な
ど
の
政
庁
兼
住
居
を
い
う
。

是
守
は
昆
守
藩
二
万
五
千
石
の
藩
主
、

木
下
家
の
陣
屋
が
置
か
れ
た
町
で
あ
る
。

屋
守
藩
は
太
閤
秀
吉
の
正
室
ね
ね
の
兄
、

木

下

家

定

が

慶

長
６

年

↑

６
０
ユ
）、

姫

路

よ

り

移

封

さ

れ

た

こ
と

に

始

ま

る
。

町

並

み

は

寛

永

“

年
（
ユ
６
３
７
）
に

四

代

藩

主

と
な
っ
た
木
下
利
当
（
と
し
豪
さ
一
が
本
格

整

傭

に

着

手
、

２０

数

年

か

け
、

子
の
五

代

薄
王
木
下
利
貞
一
と
し
さ
だ
）
の
代
に
ほ
ぼ

絢

来
上

が
っ
た
。

現
在
、
足
守
地
区
の
約
一
二
頁
Ｆ
の
う
ち

約

苛
戸
と
い
う
数
多
く
の
家
屋
が
江
戸
時

代

以

降
の

伝

統

的

な

姿

を

と

ど

め
て
い
る
。

平

成

２
年
（
ユ
９
９
０
）
に
、

岡

山

県
の
『
町

並

み
保
存
地
区
』
の
指
定
を

受
け
、
整
備
事

業

が

進
め

ら

れ

て
き

た
。

操
存
地
醒
を
歩
く

吉
備
線
足
守
駅
で
下
車
、
駅
前
の
無
人

の
タ
ク
シ
ー
東
庫
か
ら
電
話
で
車
を
呼
ぶ
。

足
守
川
沿
い
の
道
を
７
∫
８
分
走
る
と
足

守
の
町
並
み
に
入
る
。
姪
守
プ
ラ
ザ
前
で

下
車
。
歴
守
プ
ラ
ザ
は
観
党
案
内
や
陶
芸

と

木

工

芸
の
工

房
、
レ
ス
ト

ラ
ン

花

水

木
な

ど
の
あ
る
観
光
士
体
験
教
室
の
綜
合
施
設

で
あ

る
。
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
①
）

思
守
プ
ラ
ザ
は
町
並
み
保
存
地
医
の
メ

イ

ン
ス
ト

リ

ー

ト
、

足

守

歴

史

ふ

れ

あ
い

通

り

の

南

端
、

周

囲

に

は

漆

喰

壁
、

な

ま

こ

壁

の

民

家
が

連

な

る
。

足

守

プ

ラ

ザ

の

向
い
に
は
郵
便
局
や
駐
荏
所
と
し
て
も
使

わ
れ
た
元
商
家
を
改
装
し
た
備
中
足
守

ま

ち

な

み

館

も

あ

る
。
（
賊
Ａ
Ｐ

②
一

駐
車
場
に
停
ま
つ
た
車
か
ら
女
性
が
降

り
て

き

た
。

お

願
い
し

て
い
た

ボ

ラ
ン

テ
イ

ア

ガ

イ

ド
の

池

田

さ

ん
。

息

子

さ

ん

が

私

の

隣

駅

に

お

住

ま

い
と

の
二

と
、

話

が

は

ず

む
。
で

は
、

町

並

み

歩

き
ス
タ

ー

ト
。

歴
守
プ
ラ
ザ
か
ら
徒
歩
王
分
ほ
ど
、
道

の
左
の
お
寺
さ
ん
乗
典
寺
は
姪
守
の
産
ん

だ
医
学
者
。
蘭
学
者
緒
方
洪
庵
一
族
の
菩

提

寺
。

生

誕
の

地

も
二

れ

か

ら

見
学

す

る
、

先

ず

は

墓

参

り
。
一
Ｍ
Ａ
Ｐ

③
）

通
り
の
両
側
に
並
ぶ
伝
統
的
建
築
を
眺

め
つ
つ
、
数
分
歩
け
ぱ
有
側
に
大
き
な
商

家
が
あ
る
。
旧
昆
守
藩
御
用
商
家
藤
田
千

年
治
（
せ
ん
ね
ん
じ
）
邸
。
醤
油
醸
造
を
営

ん
で
い
た
。
広
い
邸
内
に
は
醸
造
器
具
や

帳
簿
類
が
屡
小
さ
れ
、
整
傭
さ
れ
た
申
庭

が

美

し
い
。
一
Ｍ
Ａ
Ｐ

④
）

通
り
の
斜
め
向
い
、
工
事
申
の
町
屋
が

あ

る
。

実

は
こ

れ

が

問

題

だ
っ
た
。

そ
の

訳

は

後

述
。

通
り

雨

側

の

町

家

二

階
の

小

窓
、

虫
籠
窓
（
む
し
こ
ま
ど
）
と
呼
ぱ
れ
江
戸
時

代
、

町

人

竺

、
階

に

屠

僅

で

き

な

か
っ
た

証
。

家

々

で

個

性
が

あ

り

見
て

楽
し
い
。

で

も
、
こ

の

通

り

割

り

に

頻

繁
に

車
が

通

る
。

ぼ

－
っ
と

見
て
い
る
と

危

な
い
。

数

分

歩
け

ぱ
右
側
に
和
風
の
小
公
園
。
塀
に
は
足
守

ゆ
か
り
の
人
々
の
パ
ネ
ル
。
小
休
止
に
は
ぴ

っ
た

り

だ
。

足

守

歴

史

庭

園

で
あ

る
。
（
Ｍ

Ａ
Ｐ
⑤
）

足

守

州

を

渡

る
。

葵

橘
で

あ

る
。

の
び

や

か

な

風

最
。

山
と

川
の
調

和
が

よ
い
。

概

ｌ１輯１１服一抑）目］／並みを松く

渡
堀
慮
燕

蒙

並
み
の
中
の
小

径
を
歩
く
と
緑

に
囲
ま
れ
た
小

公

園

が

あ

る
。

緒

方

公

園
一
緒

方
洪
庵

生
誕
の

地
で

あ

る
。
「
緒

方

洪

庵

先

生

碑
」
と
産

湯
を

使
っ
た

井

戸
、

そ

し
て

生

誕
－
８
０

周
年
記
念
の
ブ

ロ
ン
ズ

像

が

建
っ

て

い

る
。

（
Ｍ
Ａ
Ｐ
⑥
）

再
び
葵
橋
を

渡

り
、

堤

の

上

の

道

を

北
へ
。

徒

歩
数
分
で
近
水

園
一
お
み

ず
え

ん
）
に

至

る
。

池

を
囲
ん
だ
和
風

庭

園
。

木

下

家

淋

造
つ
淀

大
名

庭

園

で

あ

る

淡
、

気

敢

り

は

な

い
。

上
等
な
素
材
で

條

蟻

柵
彪

勿
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
、

と
い
っ
た
鵠
分

囲

気

だ
。

庭

園

に

は

萱

葺

屋

根
、

数

寄

屋

造
り
の
吟
風
閣
や
、
木
下
家
ゆ
か
り
の
文

書
、

道

具

類

を

保

存
。
展

示
し

て
い
る

鰯

山

市

立

資

料

館
・
足

守

文

庫

な

ど

が

あ

る
。

（
Ｍ
Ａ
Ｐ
⑦
）

小

さ

校

水

路

沿
い
の
道
、
こ
こ

に
は

ホ
タ

ル
が

舞
い
、
シ

ジ

ミ
も

生

息
し

て
い
る

と

い

う
。

水

が

良

い
の
だ
。

古

代

吉

傭

文

化

は

足
守
一
帯
が
発
祥
の
地
と

見
ら
て
い
れ
る
。

良
い
水
は
古
代
人
に
と
っ
て
住
居
を
定
め

る

重

要

な

条

件
だ
つ
た
の
だ

ろ

う
。

道
の
右
側
が
歌
人
木
下
利
玄
の
生
家
。

利

玄

は

藩

主

木

下

家

一

門
、

明

治

η

年

了

８
８

６
一、

こ
二

で

生

ま

れ

た
。

利

玄

生

家
は
老
朽
化
が
進
み
、
池
図
さ
ん
た
ち
は

修

復
。
保

存
の

た

め

募

金

活

動

を

始
め

た
。

隣
が
陣
屋
跡
で
あ
る
。
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
⑧
一

足
守
小
学
校
の
角
を
鈎
が
る
。
小
学
校

の
東
端
に
肖
壁
の
建
物
が
見
え
る
。
以
煎

は

そ

の
正

門
、

今
は

倉

庫

と

し

て

使

わ

れ

て
い
る
。

元

々
、

藩
主

一

門
、

北

木

下

家
の

畏

屋

門
で
あ
っ
た
。
（
Ｍ
Ａ
Ｐ

⑨
）

道
を
挟
ん
だ
大
き
な
屋
敷
は
足
守
藩

国

嚢

杉
原
邸

壇

守

薄

屋
敷
遺
構
、

注
戸
申
期
の
建
築
と
推
定
さ
れ
、
武
家
屋

敷
の
構
成
を
ほ
ぼ
完
全
征
姿
で
残
す
極
め

て
貴
重
な
史
跡
で
あ
る
。
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
⑬
一

鎚



町
並
み

を
護
篭

虹

い
う
こ

虹

広

い
駐

車

場

の

前

に

出

る
。

二
こ

で

も

う

一

休

み
。

の

れ

ん
を

く

ぐ

り

店

に

入

る
。

洪

庵

茶

屋
、

ア
イ
ス
ロ
ー
と

－
で

喉

を

潤
し
、

コ
シ
の
あ
る
冷
し
ウ
ド
ン
で
小
腹
に
折
合
い

を
っ
け

る
、
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
⑭
）

テ
ー
ブ
ル
に
は
池
田
さ
ん
の
ガ
イ
ド
仲

闘
が
。
正
式
名
称
㍗
近
水
園
観
光
振
興
会

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ

ド
」
。

メ
ン
バ
ー

は

全
て

女

性
で

引○

名

ほ
ど
、

発

悠

は
７

∫
８

年

甑
、

皆

さ

ん
ベ
テ
ラ

×
だ
。

話

題

は

ま

ず
、

藤

田

千

年

治

邸
、

斜
め

陶
い
の

町

屋
の
工

事

に
つ
い
て
。

【

き

な

り

解

体
の

話

が

新

聞

に

出
て
、

皆
び
っ
く

り

し
て
い
る
ん
で

す

よ

－
」

と
い

う
。

そ
の

記

事
を

ご

紹

介
し

よ

う
。

饗
山

灘

（
望
ｏ
０
６
鋒
竈

湧
脆
蟹
）

鯵
改
修
鰯
念
蝸

獲
か
ら
解
僚

鰯
商
家
し
ょ
う
敏
蔵

〈
麗
守
〉

欝
欝
付
寧
し
出
も
門
溝
罵
港
な
い
」
と
甫

餓

る

燃

騒
か

ら

取
つ

嬢

さ

狐

る

脚
鼓

み
繰

蒋
鞄
匿
陶
の

し
よ

う
ゆ

蔵
Ｈ

星
寸

鯛
漕
初
期

に

建

て
ら

槻
ヰ

鰯
山

布
星

守

⑳
緊
捲

定
瓢
滋
み

繰
存
飽
獲
陶
に

施

る

糧

商
蒙
の

し
ょ

う

ゆ

蔵
が
隻
６
驚
か

ら
解

憐

慈

祇

墨
。

傷

み
、
が

激

し

い

た

め

荏
川
が
、

翫

奮
脅
か
ら

寄
村
⑳
牽
し

鑓
登

受
け
だ

粛
は

「
溝

観

⑳

麗

逃

み
．淋

並

た

な

い
」
な

ど

虹

セ
、
繋

讐

夏
。

蔵

は
、

木

造

亙
（
か

わ

ら
）
ぷ

密

で
、

漆

喰
一
し

つ

く

ど

⑳
蟹

串
「
蜜
籠
（
む

』

と

慈
」
と

曙
ぽ

れ

る

格
芋
慈

淋

慶

登

引
く
。

濁
時
代
に

し
ょ

う
ゆ

醸
遺
で

栄
羨
を

藤
鰯

家

が

造

つ

花

し

よ

う

敏

榊

み

量

登

置
密
、

小
売
り

竿

醍
達
に

鎚
掛
け

る
大

八
箪
、
秘
挫

わ

し

く

行
慈

薬

し

花

と

い

う
。

建

物

は

戦

後
、

糠

割

り

さ

槻
、

し

ょ

う

ゆ

藏
⑳

部
分
（
敷
飽
約
２
δ
ｏ
翠
方
メ

ー
ト

ル
）
登

除
蜜
、

今

も

展
蒙
杜

し

て
翻

罵
さ

ね

て

い

る
。

取

つ

壌

き

れ

る

蔵

は
、

纂

隼

⑳

鳳
爾

で
か

わ

ら

榊
蟹

秒

は

げ

藩
葛

る

な

ど

傷

み
、
秒

激

し

く

な

っ

て

い

だ
。

行
政
の
論

理
は

あ

る

の

だ

ろ

う

が
、
肚

地

元

に

何

の

棚

談

一

も

無

く
、

結

論

が

解
体
と
い
う
の
は

乱

暴

な

話

だ
。

文

化
財
は
一
度
破
壊

し

た

ら

取

り

返

し

が
つ
か

な
い
。

陣

屋

町

に

は

城

一

下
町
の
よ
う
な

規

模
は

な
い
か

わ

り
、

武

家

と

町

人
が

同
じ

ご

町

内

と

い
っ
た

親

し

み

が

あ

る
。

江

戸

時
代
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
そ
の
良
さ
が
、

平
成
の
御
世
に
「
広
域
行
政
あ

名
の
も
と

に

失

わ

れ

て
し

ま

う

の

だ

ろ

う

か
。

ま

た
、

観

光
と

交

通

規

綱
、

特

に

ホ
タ

ル
祭

り

な

ど

イ
ベ
ン
ト

開

催

時
に

つ
い
て
、

あ

る
い
は

公

共

交

通

の
こ
と
、

何
し
ろ

午

前

中

は
バ
ス

が

な
い
、

な

ど

な

ど
。

赦

郷
の

良

さ
「
光
一

を
伝
え
る
こ
と
が
観
光
の
発
信
だ
と
す
れ

ぱ
、

課

題

も

悩
み

も

多
い
。

歴
代
、
そ
の
時
代
の
課
題
や
悩
み
に
立

ち

向

か
つ
て
、
こ
の

町

並

み

は

護

ら

れ
て

き

た
の

だ

ろ

う
。

頑

張

れ
、

足

守

町
の

ガ

イ

ド
の

皆

さ

ん
。

町
の

皆
さ

ん
。

馳

聾

蟻
醸
嚢

嚢

欝

鰯
灘
辞
擦
懸
鱗
一
灘
樹
綴
榊
灘

毘

守
。フ
勇

喋

駐

車

場

に

戻

り
、

漉

閲

養

ん
の

車
で

備

中

高

松
に

送
っ
て
い
た
だ

く
。

そ
の
途
中
、
葦
守
（
あ
し
も
り
）
八
幡
宮
に

寄
っ
て
ほ
し
い
と

お

願
い

す

る
。

「
で
は
、

｛

越
え

の
道

を

通
っ
て

行

き

ま

し

ょ
う

ね
」
と

他

旧

さ

ん
。

葦
守
八
幡
宮
、
吉
備
国
の
発
祥
神
話
の

舞

台

に

比

定

さ

れ

る

杜
だ
。

目

本

書

紀
に
、

応

神

天

皇
の

妃
、

兄

媛
（
え

ひ

め
一
は
二

の

地
の

出
身

で
、

塾

帰

り

し
た

妃
に

会
い
に
、

天
皇
は
淡
路
に
行
く
と
言
っ
て
旅
に
出
て

葉

田
の

葦

守

宮

ま

で

足

を

伸

ぱ

す
。

二
こ

で
、

天

皇

は

兄

媛

の

兄
、

御

友

別

一
幾
綴

騒
簿
鑓
灘
綴
溝
蟹
嚢
灘
霧
薗
甜
簿
欝

傭

国
鰯

鷹

閥
、

上

遭

騒

撮
、

下

遭

霞

茂

潅

ど
の
始
祖
説
請
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
参
遺
入
口
の
石
造
の
鳥
居
は
康

安
元
年
一
ユ
３
６
１
）
と

願
主
（
発
注
者
一
神

主
賀
陽
重
人
と
綱
作
者
。
大
工
沙
弥
妙
阿

な
ど
の
刻
銘
が
あ
る
。
現
存
す
る
最
古
の

部
類
に
属
す
る
石
造
鳥
屠
、
国
の
重
文
で

あ

る
。

安

芸

宮

島

の

鳥

居

と

同

様
、

柱
の

基
部
に
稚
児
柱
を
伴
う
、
雨
部
鳥
居
と
い

う

様

式
で

石
造
の

も
の
と

し
て
は

珍
し
い
。

山
越
え
の
道
、
応
神
天
皇
が
葦
守
に
行

か

れ

た

な

ら
、
こ
の
道

を

通
っ
た
だ

ろ

う
。

籍
鰯
灘
麟
鰯
綴
灘
繊
欝
鰯
鰯
嫌

灘

灘
嬢
灘

擦

蓬
薙

饗

誓

裟
繕
。
薫
、

備
圭
縄
松
城
を
包
囲
し
た
秀
吉
軍
の
加
藤

清
正
隊
は
こ
の
経
路
で
足
守
州
敢
水
源
確

保
に

向

か
っ
た

の
。

道

申
、

一

本

早

く

曲
が
っ
て
し

ま
っ
た

た

め

に
、

最

上

稲

荷

奥

富

に

出
た
。
「
こ
こ

に

も

顔
を

出
し
て

お

け
」
と

い
う

啓

示

か
。

俄

か
に

大

粒

の
、
雨
が

落
ち

て

く

る
。

「
高
松
城
で
水
攻
め
に
合
う
と
は
満
落
に

な

り

ま

せ

ん

な

あ
」
な

ど

と

軽

い

を

叩
い

て
い
る
間
に
、
車
は
高
松
城
杜
公
園
に
着

い
た
。

も

う

晴

れ

て
い
た
。

ｉ三軽１Ｊｌ」烙 切 榊皇みを択

肪



一一一一
㌦
㍑
㌶
㌶
㍗
㍍
ポ

一
τ

し
て
い
灸

一一

「
書
備

掌

ゆ
つ
－

嘉

し

差

い
。

一一

そ

し

て
、

倉

敷

や

高

梁

な

ど

も

回

り

一一一一

た

い
、

足

の

便

が

良

い

と
、
一
ろ

は

≡
」

一一

「
家

族

で

滞

在

し

た

い

の

で
、

リ

ー

一一

ズ

ナ

ブ

ル

な

料

金

の

お

宿

が

あ

れ

ば

有

難

い
・
：
」

一一

総

社

市

は

吉

備

路

観

光

の

申

心
。

一一

莚

一一一一一一一一

榊

一一

擶

一一

洛

一一

一
剖ユニ

総

社

駅

前

に

は

レ

ン

タ

サ

イ

ク
ル

屋

さ

ん

が

あ

る
。

多

く

の

史

蹄

の

魚

在

す
る
書
備
路

は
、

自
転

車
が
良
く

似

合

う

観

光

地

の

一

つ

だ
。

「
ニ

ュ

ー

き

び

路
」

は

総

社

駅

か

ら

徒

歩

２

分

と

い

う
、

交

通

至

便

な

ロ

ケ

ｉ

シ

ョ

ン
。

ユ

泊

２

食

１

０

５

０

０

円
か

ら

と

い

う

料

金

は

家

族

や

小

グ

ル

ー

プ

の

滞

在

に

も

最

適

だ
。

行

動
型
。

滞
在
型
観

光
旅
行

の
拠
点
と

展 籔馨犬煩帽「潟灘のま菱手二

ロビーを彩る水 墨爾

し

て
、

活

用

し

た

い

宿

で

あ

る
。

倉

敷

ま

で

２

駅

ｕ

分
、

備

中

高

梁

ま

で

４

駅

２２

分
、

岡

山

ま

で

５

駅

腕

分
、

総
社
は
踊
山
西
部
の
観

光
地

へ

の
ハ
ブ

（
基

軸
）

と

い
う
位
置

に

あ

る

の

だ
。

総

社

は

ま

た

井

原

鉄

道

の

起

魚

で

も

あ

り
、

糧

山

陽

道

の
宿

場

叩
の

町

並

み

と

本

陣

・

脇

本

陣

の

残

る

矢

掛

（
や

か

げ
）

ま

で

５

駅

２５

分

で

行

く

こ

と

が

で

き

る
。

「
昭

和

脳

年

（
】

９

７

９
一

に

政

府
登
録
国

際
観
光

旅
館
と
し

て
ス
タ

ー

ト

し

ま

し

た
。

現

在
、

お

客

様

の

８

割

が

観

光
、

２

割

が

ビ

ジ

ネ

ス

他

と

い

う

割

合

で

す
。

関

西

地

区

や

県

内

の

お

客

様

が

殆

ど

で
、

中

部

以

東

の

お

客

様

は

麦

だ

少

な

い

主

う

で

す
。

デ

ス

テ

考
・
芥

－

シ

ョ

ン

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

で

岡

山

県

全

体

と

と

毛

に
、

総

社

市

の

知

名

度

も

ア

ッ

プ

し

た

ら

嬉

し

い

で

す

ね
。

特

に

首

部

麗

の

お

客

様

の

増

加

に

期

待

し

て

い

ま

す
」

と

語

る

支

配

人

の

西

野

幸
二

さ

ん
。

旅
の

疲
枇
は
名

代
大
岩

風
暑

「
吉

備

の

湯
」
、

御

影

石

風

罵
「
黒

媛

の

湯
」

な

ど

の

大

浴

場

は

も

と

よ

り
、

屋

上

の

展
望
露

天
風
暑

「
温

羅
の

湯
」

か

ら

の

眺

望

と

と

毛

に

癒

せ

る
。

雪

舟

圭

誕

の

地

・

総

祉

に

ふ

さ

わ

し

く

水

墨

画

の

飾

ら

れ

た

ロ

ビ

ー

や

坪

庭

な

ど
実
屑
一

点
提

り
で
は

な
い
情

緒
も

あ

る
、

そ

ん

な

お

宿

で

あ

る
。

一
柳
沢

道
圭

記
）
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